
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 3 回 理事会  

日 時 令和 3 年 6 月 11 日  18:30～20:55 

場 所 Web 会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、小無田彰仁、重松康志、永木照彦、 

浦川純二、大石勝規、志岐浩二、小柳 傑、笹原順哉、飯野朋彦、田中拓郎、池田章子 

監事リモート：平野英三、柿田謙三 

書記大月雅之、狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、野原 尉 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）協会指定管理者研修会に伴う士会長推薦書承認の件 

今回の申請は 7 名。他に 2 名セラピストマネージャーを取得した先生は独自に JPTA にアップデート
していただいた。7 名に関して推薦に該当するかどうか審議。審議の結果、提案通り可決された。 

２）推進リーダー制度（地域包括ケア/介護予防）の会員申請状況について 
e-ラーニングと士会指定事業で 5 名ずつの申請。履修要件に挙げる事業について、開催日時の情報が
ないものがある。今後は、志岐理事に提出があった時点でそれを明確にしていく流れ。審議の結果、
提案通り可決された。 

３）新入会承認について 
   入会 6 名、退会 1 名、休会 1 名。審議の結果、提案通り可決された。 
４）理学療法の日（介護予防・健康増進ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ）の開催場所、企画の変更および啓発グッズの作成について 

諫早会場での啓発事業について、當麻部長より集客の偏り、同じ内容が続いた経緯から趣向を変えた
いとの申し出あり。全国高校野球選手権大会の会場にブースを設けて啓発用のグッズとパンフレット
の配布を検討。参加スタッフは上長の許可を得ることが大前提でチェックリストも使用。7 月 17 日の
開催を予定。まずは会場について、高校野球の試合会場もしくは周辺での実施について審議。グッズ
については内容を再検討する。審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）令和 3 年度 定時総会報告について 

   5 月 30 日にフルリモートで開催。出席者数は、総会時の報告と同様。費用は総会資料発送まで含めて
294,800 円。資料不足の問い合わせが 7 件あったが、4 月以降の入会もしくは異動に関するものだっ
た。次回から案内に「4 月以降の新入会員は対象ではない」旨記載予定。委任状が期限内に集まらなか
ったため、次回から発送時期の前倒しを検討。ミーティング入室時に参加者名を「会員番号」、「氏
名」にしていない会員も多く、事前アナウンスの強化が必要。事務所 3 台の PC を稼働したが、一部音
声の不具合あり、今後ヘッドセットの使用も検討。委任状の文言変更により無効票が無くなり、フル
リモートでの進行もスムーズだった。今後、ハイブリッド形式など参加方法の選択肢を増やせる可能
性が出た。承認時の挙手数が分かりにくい点は今後検討。議長シナリオについて、収支決算の承認を
求める件で監査報告の話が出たが、次年度は収支決算の説明後、監査報告し、決算の承認を得る流れ
に変更する。 

２）九州理学療法士学術大会進捗状況報告 
   演題募集を締め切り、計 144 演題、長崎からは 75 演題集まった。6 月 14 日から 3 週間程度の査読期

間に入り、7 月 19 日に採択通知を予定。できるだけリジェクトしないで済むように、会としてサポー
ト体制の構築を検討する。ホームページ広告は企業から 7 社、養成校から 5 校の申し込みありが掲載
中。企業のうち 3 社から動画依頼あり。ライブ感を持った質疑応答、安定した電波供給、操作しやす
い体制構築のため Web 環境を整備。ウェビナーを 3 本使用し、座長シミュレーションシナリオを作成
し実施。第一回にしてはうまくいったと思う。NBC ソシアには過去、本協会がウェビナーを使用した
学術研修会のイメージ動画を見てもらったところ、実際に運用ができそうとのことで、NBC ソシアに
は電波の安定供給のためのサポートのみ行っていただく方向で今後検討。見積もはじめの 500 万円か
ら大きく下がる予定。座長は全て長崎選出。口述セッションはライブ感ある質疑応答のため、座長に
は、「座長マニュアル」や「シミュレーション動画」にて理解を深めていただく。後援名義は 19 団体
のうち 16 団体が承諾済み。口述シミュレーションは次回マニュアルを見直し、シナリオの精度を高め
てイメージ動画を座長の先生方に見ていただく。一部、地区に働き掛けて演題登録をお願いした中
で、トップダウンに物申された感があり、好ましくないとのクレームあり。説明と謝罪は行ったが今
後の対応については要検討。また、今後、拡大版会議を予定している。 

 ３）50 周年記念式典準備委員会進捗状況報告 
式典と祝賀会の日程は承認済みで両方を実施する体。県知事、市長、医師会会長等の来賓祝辞や表彰
等を検討。来賓予定者は今後検討。会場はホテルニュー長崎を仮予約済。予約の際は事務局からの手
続きか。キャンセルの判断時期について、今年の 12 月までに判断すればキャンセル料はかからない。
三役と準備委員会に一任し、理事会報告とする。記念誌は福岡と香川を参考に3部構成とする。式典・



祝賀会について、50 年の歩み、今後の 3 つ。内容や表紙は今後詰める。 
 ４）高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施について 

県の国保増進課から、高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施ということで NPTA も参画するこ
とになった。県リハと事業が重なる部分もあり、松坂先生も含めて打ち合わせている。6 月 2 日に会議
を行った。大山会長、井手副会長、松坂先生、大木田監事、県国保・健康増進課、長寿社会課。疫学
分析後の保険事業アドバイザー派遣事業が協議事項。国保のデータベースを県域ごとに分析し、県と
してどういう方向に進めるかを検討するもの。長崎は骨折予防対策で取り組みたいとのこと。12 月に
開かれる県の骨粗鬆症ネットワーク検討会に参加予定。また、希望市町への派遣も考えられる。事業
の一部を本会に委託したいということ。県民向けの普及啓発も。検診の場で啓発グッズを使いながら
助言やアドバイスをし、検診後は市町に出向いて運動指導を行う形。7 月末くらいまでに委託契約を予
定。事業自体は 8 月、9 月から下期にかけて実施予定。 

（３）その他報告事項 
 １）今後の理事会開催形式について 

今後、理事会はリモート開催を基本とし、必要時のみ集合形式をとる。リモート会議の会議費は直接
渡せないので、会議ログを取る形で上半期と下半期の 2 回に分けて、振り込みにて精算とする。 

 


